
【実施内容】

■ 実施日時 ： 平成２６年７月１８日（金）　１０：００～１１：００ （雨天中止）

■ 実施概要 ： 別紙－１のとおり

■ 実施場所 ： 鳥取市気高町宝木地先　宝木橋

■ 参加人数 ： 約２０名

【取材について】

宝木橋の現地見学会の実施状況を報道機関へ公開します。
なお、車でお越しの場合は係員の指示に従ってください。

【問い合わせ先】

国土交通省　中国地方整備局　鳥取河川国道事務所

副所長（道路） 川上　隆三

【担当】 道路管理第二課長 安川　雅雄

TEL（０８５７）２２－８４３５（代表）

鳥取河川国道事務所ホームページアドレス

http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/

中国地方整備局　道路構造物の老朽化対策

～ 国道９号宝木橋の橋梁点検を鳥取大学の学生が体験 ～

平成26年7月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈資料提供先〉

　鳥取県政記者会
鳥取市政記者クラブ

老朽化対策の橋梁現地見学会を実施します！

　高度経済成長期に集中的に整備された多くの橋梁やトンネルなどの道路施設については、高
齢化が一斉に進行し、補修や更新が必要となることが想定されます。
　鳥取河川国道事務所では、道路施設の老朽化の現状について関心を抱き、老朽化対策の重要
性について理解を深めてもらうことを目的として、鳥取大学の学生を対象とした橋梁現地見学会
を実施します。
　見学会当日には、学生の皆さんが実際に宝木橋の打音検査や近接目視点検を体験します。ま
た、中国地方橋梁保全委員会　橋梁保全アドバイザーでもある鳥取大学の谷口教授より、橋梁
の損傷とその原因および対策方法についてコメントをいただく予定です。

http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/doyroj/hozen/hozen.htm
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１．主旨

２．実施日時

平成２６年７月１８日（金）　１０：００～１１：００ （雨天中止）

３．実施場所

鳥取市気高町宝木地先　宝木橋

■位置図

■拡大図

※宝木橋の現地見学会の実施状況を報道機関へ公開します。
　　駐車スペースが少ないため、駐車の際は注意して下さい。

　橋梁の多くは高度成長期（1955～1973年）に建設され、今後、高齢化が一斉に進むことから、多
額の修繕・架替え等の維持管理に要する費用が急増することが懸念されています。
　鳥取河川国道事務所では、平成２６年４月１日現在、橋長２ｍ以上の橋梁２８７橋を管理してお
り、各橋梁につき５年に１度のペースで点検・診断を実施することで損傷状況を確認しています。
　宝木橋は、この点検・診断で速やかな補修が必要な損傷（C判定）を有する橋と判定し、早期補
修を予定しています。
　今回、鳥取大学の谷口教授に宝木橋の損傷とその原因などについてご説明いただき、次世代
を担う学生に老朽化の現状について関心を抱き、老朽化対策の重要性について理解を深めても
らうことを目的に、現地見学会を行います。また、学生が打音検査や近接目視点検等を実際に体
験する予定です。

宝木橋の現地見学会の実施概要について

別紙－１

宝木橋

河内川

＜駐車場所＞

※下流側から駐車

して下さい（9時半～11時半）

倉吉方面

鳥取方面

現地集合場所

進入路

下坂本

交差点

見学会会場：宝木橋



４．参加者

鳥取大学工学研究科社会基盤工学専攻　谷口教授

鳥取大学学生  １２名予定

鳥取河川国道事務所　道路管理第二課長 ほか４名

橋梁点検業者 　　　３名

５．実施内容

１０：００頃 橋梁の概要、損傷の状況と原因等について説明

１０：１０～１１：５０頃 打音検査、近接目視点検を実施

１０：５０頃 対策工法について説明、質疑応答

６．宝木橋（ほうぎばし）の概要

位置 ： 国道９号 ２２３ｋ９３９付近

橋長 ： Ｌ＝８０．０ｍ

橋種 ： 単純鋼合成鈑桁橋３連

架設年次 ： １９６１年（建設後５３年経過）

： 上部工の鋼部材の腐食・防食機能劣化等

床版のうき・剥離鉄筋露出

【橋梁一般図】

【全景】 【損傷状況写真】

床版の剥離・鉄筋露出状況

桁の腐食状況

見学場所付近
の損傷状況

橋長 L=80.0m
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参 考

打音検査

コンクリート構造の箇所ではハ

ンマーを使った打音検査を行い

ます。叩いた時の音や感触から、

まだ表面に現れていない内部の

異常を発見することができます。

近接目視点検

橋の劣化や損傷を見逃さないため、

点検員はできるだけ接近して調査を

行います。また写真を撮影して点検

記録として整理し、以後の補修工事

や維持管理に役立てます。


